
　昨年はコロナ感染症拡大防止の観点から、研修を中止することになった為、今年度はコロナの感染状況
に左右されずに実施できるようオンライン研修を企画しました。

Web等を活用したオンライン形式（使用ツール：Zoom）
令和３年11月24日（水）14時～15時30分
オンライン（４AB会議室）
①開会あいさつ…緑区高齢・障害支援課長 岩﨑 均
②事例紹介「心身の状態が不安定な在宅療養者の日常生活を支える～専門職の役割と 
   多職種連携～」…有限会社たくみケアサービス つるかめ訪問看護ステーション三保 荒井 彩子氏
③各職種からの発表
   (ⅰ職種の強みや役割、ⅱ事例に対して職種としてできること、ⅲ多職種の連携が円滑にいくよう心がけていること)

④質疑応答・意見交換
⑤まとめ…あいケアマネジメントサービス 伊庭 裕美氏
⑥連絡事項
48名

●多職種同士で顔の見える関係性を築いていきたいです。コロナ禍で一同に集まる機会が減って
　おり、担当者会議も書面で行うことが増えていましたが、顔を合わせなくても電話で話したり「直
　接」やり取りをすることが大事だと改めて感じました。
●Zoom研修で多職種の方の顔を見て、声を聞くことができることで、お互いを知ることができ、
　今後の連携に活かしていけるのではと感じました。
●他職種に連絡する際は役割を意識しながらその人の立場に立って相談・報告していきたいと思
　います。

①訪問看護師（6名）　②歯科医師（2名）　③ケアマネジャー（15名）　④介護福祉士（1名）
⑤地域包括支援センター（11名）　⑥行政職員（5名）
⑦上記以外（8名／職種：福祉用具専門員5名、訪問診療の看護師１名、在宅医療連携室１名、訪問介護職員１名)

内 訳

日時
場所
内 容

参加者

実施方法

参加者 の 意見参加者 の 意見参加者 の 意見参加者 の 意見

緑区緑区

実施概要

研修タイトル 在宅療養者の日常生活を支える～専門職の役割と多職種連携～

実施までの準備
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研修の理解度

アンケート結果の一部 n=23

●各専門職の発表を通じて、それぞれの職種の役割・強みを再確認することができました。
●コロナ禍の実施でありましたが、オンライン形式にすることで参加者が安心して参加することができました。
●参加者との意見交換の時間を設けることで、直接意見や感想を聞くことができました。

　コロナ禍であったため、オンライン研修を実施しました。参加の職種の半数近くがケアマネ
ジャーであることから、参加者は例年より少なくなりました。
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職種別の回答者数

ケアマネジャー連絡会
訪問看護ステーション連絡会
訪問介護事業所連絡会
地域包括支援センター

14人
５人
1人
３人

計23人

　今後も引き続き、在宅ケアみどりネットワークでの会議で研修内容の検討、企画を行い、医療と介
護の専門職の資質向上、連携促進になるような研修を企画したいです。今回初めてオンラインでの
研修を実施しましたが、参加者が例年の半数も満たなかったため、その要因を分析し、医療・介護の
専門職が一人でも多く参加したいと思えるような研修を考えていきます。次年度はACP研修を実施
する予定です。

研修の成果
研修実施の効果

課 題

今後の方向性と次年度に向けて
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